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学術情報

モニタリングサイト 1000森林・草原調査コアサイト・準コアサイトの

毎木調査データの概要
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要旨 モニタリングサイト 1000は環境省生物多様性センターの事業であり、そのうち森林・草原調査では、樹木、地

表俳佃性甲虫、鳥類を指標生物群として定め、 2004年よりモニタリング調査を行っている。本稿では、コアサイト・準

コアサイトで取られた樹木に関するデータ(毎木調査データ)が研究・教育・保全政策などに広く活用されるよう、そ

の概要を紹介し、データの活馬方法について提案する。

キーワード:森林動態、長期観測、データ公開、直径、ネットワーク

はじめに

生物多様性の損失は、国内外において重要な課題とな

っている。 2010年には名古屋で生物多様性条約第 10回

目締約臣会議 (CBDCOPI0)が開催され、 12010年まで

に生物多様性の損失速度を顕著に減少させる」という

2010年目標の達成状況の検証及び新たな目標の策定が行

われる。生物多様性の損失を評価するために必要な科学

的データは、多岐にわたり、時間的、空間的あるいは特

定のテーマ・生物群に偏在している (Scholeset a1. 2008) 0 

したがって、長期モニタリングシステムの構築と、科学

的データを収集し、総合的に解析する必要がある。そう

した認識から、モニタリングシステムとして、長期生態学

十mail:monilOOOCnetworkcenter@fsc.hokudai.ac.jp 

111 

研究 (LTER:Long Tenn Ecological Research)以外にも、ア

メリカ合衆国ではNEON(National Ecological Observatory 

Network)やイギリスでは ECBN(Environmental Change 

Biodiversity Network)が動き始めている。また既存データ

の収集と解析に関しては、生物多様性観測ネットワーク

(GEO BON: Group on Earth Observations Biodiversity 

Observation Network)が組織された。

我が国では 2002年に「新・生物多様性国家戦略」が発

表され、着手・推進すべき 7つの提案の 1つとして、よ

り質の高い自然環境データを継続的に収集・蓄積するこ

とが挙げられた。自然環境に関するデータとしては、

1973年より自然環境基礎誠査(環境省)が実施され、植

生閣や大型・中型動物や鳥類の分布団が作成され、全医

の自然の喪失や人工化の進行を捉え、重要な植物群落や

原生流域など保全すべき自然を特定してきた。しかしな
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図L 本稿で紹介するモニタリングサイト 1000森林-草原調査

のコアサイト・準コアサイト配置図 (2008年度末)。サイト

名称に下線が付いているのがコアサイト。各サイトの主たる

調査区の森林タイプを示す。園常緑針葉樹林、ム針広j見交林、

O~喜葉広葉樹林、@予言緑広葉樹林、×針葉樹人工林。

がら、生態系の質や機能の変化、様々な生物種の個体数

や密度の量的動態、移入種等の新たな問題へは、従来の

政策では十分に対応できていなかった (1新・生物多様性

国家戦略J(環境省 2002)p.79)。こうした課題に対応す

るため、「重要生態系監視地域モニタリング推進事業(以

下「モニタリングサイト 1000J という)Jが環境省自然

環境局生物多様性センターにより 2003年より始まった。

全国の多様な生態系に 1000カ所程度のモニタリングサイ

トを設置し、基礎的な環境情報を長期にわたって蓄額し、

日本の自然環境の質的・量的な劣化を早期に捉えるとい

うものである。 2007年に発表された「第三次生物多様性

国家戦略J(環境省 2007) においても、基本戦略の中で

自然環境データの充実のため、モニタリングサイト 1000

を実施することが挙げられている。

モニタリングサイト 1000森林・草原調査では、樹木、

地表俳個性用虫、鳥類を指標生物群として定め、 2004年

より調査を開始した。 2008年には第二期が始まり、調査

体制がほぼ確立し(石原ほか 2007)、データも蓄積され

てきた。著者らはネットワークセンターあるいはコアサ

イト・準コアサイトのサイト代表者として本調査に関わ

ってきた。本稿では、森林調査で得られたデータが研究・
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教育・保全政策などに広く活用されるよう、樹木に関す

るデータ(毎木調査データ)を紹介し、その活用方法に

ついて議論する。

調査地と調査方法

調査地の概要

日本は南北に長く、亜寒帯から亜熱帯まで様々な気候

帯が存在する。こうした地形や気象の違いを考慮し、日

本の代表的な森林を網羅するように、 2004~ 2008年に

44サイトを配置した(図1)。各サイトに 1~ 5偲、合計

百個の調査区を設置した(表1)。その多くは 100m方形

区である。天然生林が 50個(うち老齢林・高齢二次林

39個、二次林 11個)、人工林が5個である(表2)。年平

均気温は、 2.5~ 21.9
0C、降雪は無積雪地から最大積雪深

3m以上の多雪地まである。土壌は褐色森林土、酸性の

調査区が多い。

調査方法の概要

コアサイトでは一つ以上の調査区で毎年、準コアサイ

トでは概ね5年に l田、各サイトの代表者、共同研究者、

技術職員、学生、 NPO法人などが、毎木調査を行った。

調査区内の絢高周囲長 15cm以上の樹木の種名と胸高周

関長を mm単位で計測した。直筏 5cmではなく、周囲長

15 cmとしたのは、新たに直控 5cm以上になる新規加入

木を正確に捉えるためである。一部のサイトでは、独自

に周聞長 15cm以下の樹木も課査した。 1偲体につき複

数の幹に分かれているものについては、各幹で計測を行

い、同株であることを記録した。幹の調査区内の位遣は、

0.1 mの精度で大部分の調査区で記録した。調査結果を多

地点で比較できるように、調査手法のマニュアルを作成

し、測定器具・資材も間一製品をできるだけ使用し、調

査手法の統ーを図るようにしている。(調査方法の詳細は、

マニュアルを参照、環境省生物多様性センタ-http:// 

www.biodic.go.jp/moni 1 OOO/manual/index.html、2010年 1月

13日確認)。

データの品質管理

各サイトで入力されたデータは、ネットワークセンタ

ーに集められ、種名、幹番号、個体番号、胸高周聞長に

ついて、エラーチェックを行った。同一個体番号である

のに樹種や調査霞内の位置が異なる場合、および周囲長

の増加量>6 cm'年 1もしくは<-3 cm .年 lの場合は、

エラー値の可能性があると判定し、各サイトに確認し、
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表 l 森林・草原調査のコアサイト-準コアサイトの調査区の位置、形状、調査体制。
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80 x 80 

70 x 120、40x 40 I 

100 x 100 

100 x 100 

100 x 100 

100 x 100 

100 x 100 
100 x 100 

100 x 100 (一部除外)

100 x 100 (一部除外)

100 x 100 

0.64* 

0.95* 

0.98* 

};-r都1fT

愛知県

静jiliJ県

Ji(者1¥11ナ

附 LL!J!i~

広島県

奈良県

奈良県

長崎県

和歌山県

有A間以

高知県

高知県

宮崎県

113 

10.2 

10.4 

14.1 

13.1 

15.0 

16.1 

8.5 

14.1 

12.6 

15.4 

11.1 

15.1 

13.3 

17.0 
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135.74 

135.74 

137.17 

139.01 

135.77 

133.92 

132.19 

135.86 

136.07 

129.22 

135.53 

130.55 

132.92 

133.00 

131.19 
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樹高(m)

28 仇 awact a1. 2日01 柴mほか 2002:有m俊也
未発表データ

Narukawa et a1. 2003 ; Nishimura ct al. 20 I 0* 

表2，各澗資!玄の林齢、撹乱}夜日菜、土壌、ササの有無、最大積雪深、最大樹高。

調'1正i老名

附能

ササの干T)!怯

:f』さ 2mのクマイザサ

が1長r'i
クマイサ'サが{詑t!i

f手 ~~i

安山岩n凝)}己1'1レキ!(f

Jし壌pH

3.9 ~ 4.5 

土JJIb 森林a 林鈴(年) 1成U.モ

伐採股派はない。 B 00 

九州大学北海道uinw林未発表データ

|可 i占

|叶上

1¥2!1J 1983 ; Ishikawa ct al. 1986 

三):{jほか 1958:li'!胤 1978:日浦ほか

1998* : Shibata ct al. 1998 

26.5 0.5 

おき 0.4.........0.7 mのミ

ヤコザサが僚出

5.3 ~ 6.0 向上 |河上

向上 向上

納土、シルト、砂のli柄、出iさ1.2mの匂匂がi基
郊に火山JlI:fli物 :片

5.3 ~ 6.2 火山降下物が 1----2m スズタケが…部分布
JIl稲

|司 l

自1954 !rlの台風のjji1;Lはあまり受けていないが、成制!
木の ω 在日l止鍛/Bされた。

伐十事iiiUA:はない。

> 300 00 j..:.'~!i'l LJ 

25 
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，
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n
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凝E日技併、砂岩、;:!岩Bl 

別

町

出

B

伐採後に天蛇兇新したご次林o

'hT伐後に天然史新した二次林。
続微な択伐が千Jわれた。

>200 

80令

30 ' 

00 

s
s
∞
 

JE.'f約百北

足5有美~{lt

jぶす花輪

車H.hl

未熟土

20 0.5 Jbさ 1.2mススタケが

平分を俊市

なし

!fiH. 1"11'. 

13 0.5 [司 l也

i

i

i

 

nm白
戸
伊

F
M
Y

I"H. i司1'.

上

上

上

司

司

凶

270 ~ 340 1669、1739年の際前111の噴火後に成立し、 1954、
2004 '1'に台風説乱を受けた。

1948 '1'では広葉樹浴と分類、 1954、2004年に台風説

苦しを受けた。 3ヵmに人工ギャップを1'1成。
1981 '1三の台風による且倒カラマツを燃H11L、t泣き起

こし後lこ!ι立した 次林。
1942年初栽。

1952 '1'相W，。

1965 iド布IUJi。

00 Xf/J、牧1;)(:抑¥tf

'j'l'i小牧ご次林 404林到l

28 出小牧ス<7<林 208林f1!

出4、牧アカJ工工ゾ一ミツ人 I才林4 
;汚?小牧カラ可ツ人:1

F内'f/j小、叶4牧士トドマ、ツノ人 I仁:t林4 
f鮒水j沢}代f 
1(ì屯 ?J~

}ti北森林~j:現局 2001

多III1976 :杉山下水 1997*。杉111久志未
発表データ

0

6

0

0

5

 

2

1

2

5

3

 

5

5

5

 

0

0

0

 

'
し
?
し
?
し

な

な

な

i河!♂

i司上
i司1'.

> 67 

> 57 

>44 

260 ' 

170 ' 

p 

p 

p 

00 

00 

創
出
削
何
回
一
応
M
7

永広ほか 19師 :i也1112005:杉fI1久止、米発表

データ

Masaki ct al. 1999キ Suzukict al. 2002総

17 

1.5 ~ 2 

山さ1.5mのチシマザ 1.3 ~ 2.2 
ザがパッチ状分布

チシマザサが一部分布

なし凝灰干i

1Eli品i計

B問d)、目。

PWOB)1 

1I初日に炭焼;~効:があり、 19 世紀後半の大規模な総司L

の後にiJi新した..m*と指定。 1973ir一切から林irt
ギャップが形成。 1981、1991年に台風説乱、 1998、

1999 '1'の対宍告を受けた。

I見イfのようなÆ~尚!1 !;;;;~針葉樹林カ '1占。したのは 1000
if~'llíJ以降である。

INJ辺で択伐が数 1"1'1詰まで11'われていたが、問先地

内に人為jj1苦しのiii跡はない。

400 iドI/!jに波って入手が却lわることが制限されてい

た。

放;ゴir:.100 下々
山
仰
山
也{
 

I
J
1
 

30 

JlUtコごf:M物j対ホームページ (http://www.
biology.tohoku.ac.jp/gardcn/gcology.htm) 

3.5 ~ 3.9 15 ~ 20" 'I'1lI1994 

1.8 

凝灰岩のJ了に、 W~県 1I1
際肘がJjf:有i

4.0 ~ 4.9 安山:f'-{

ily際、日

Cao and Ohkubo 1999* 

Masaki ct al. 1999* : Nakashizuka 2002キ

Suzuki 2002* : Yoshinaga ct al. 2002* 

Ohkubo 1992* : Cao and Ohkt】bo1999* 

40 

35 

2~3 

0.5 

Pctcrs ct a1. 1992 ;渡辺 1993，1994 : lda c( al 

2004 

向井ほか 1976:!弘法・波辺 1997* 升IIJ秀行
~，発表データ

Sakio 1997キ Kuboot a1. 2005* 

25 

25 

24 

;早川ほか 2005*; !.lO;仁三学秩父itii'n林 2000
東京大学秩父i現世林 2000

35 

19.7 

44.2 

30 

数 Clll

3~4 

0.3 

0.2 ~ 0.3 

川上

|司，1.'.

liijJニ

1~2 

ローム肘

t詩{':}iiI[Ol車

なし

スズタケとミヤコザサ

がパッチ状分布

泌さ 0.5111のミヤコ;)

ザが告を占

211さ1.5ll1のクマイザ

サとチシマザサが1，g:~~"î 
ï;'~ さ 1m のチシマザサ

が{長 r~i

>i'ifTfIlでZ11さ2mのスズ

タケカ寸雪山

なし

ほとんどなし

ほとんとなし

なし

ローム1M

変成沢、火山氏4.7 ~ 6.2 

PD、Pw.仰

B 

呂、一部 Bl、G

PW(h}、 部l'D、 3.8 ~ 4.5 1i:山辺、火111泥iiI[から
BD なる絞?討なJjt積物

砂、際、岩、 1i1}l砂利砂坑

u来
日D

BD、BE

BD、BI

Bc 、BD
1~、 p、日

Bc 

B 

lIiiiY:キ主として引IJ!甘されたカ人 1970 1]ド代に }j~楽され、
1990 iドlJiから松村iIl、2000年lこすラ枯れ沖匂釘l'。

過去にw伐などの人為鋭百しがあった。
成熟林であるが、問問iは 1930年まで111火、Ji'}j~牧・
JI，伐なと'人為的lfl乱を受17、m焼;告の粉、がある。
JIiJ辺は古くから，I(.!ん牧場等に手IJlIJされてきたが、 i持
i'ti也はほとんどflJJ日されていない。

mJ凶に炭焼祭のEかがあり、択{えがある程度行われて
いた。

人為撹首しがない。

1000 

400 

00 

00 

カヌマ U~淡町林

:，Ir葉山

日

}

ム

500 t 

200 ' 

00 
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00 

00 

大佐波

ノj、1li:ìj~~J~:f品i

余

小

150 00 

00 

00 

山JJ;(tlr

カヤのミl'

おたのl}lす、f'

Jll級学;

Jjパ'liお

Jlバ立岩

JIWt'N 

安111持

220 ~ 240 1770 ~ 1790年閣の地災による地滑り後にシオジが
'i'TlJi新。伐採1I立派はない。
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大Illi尺

秩父ブナ イヌブす林

秩父ウグイカンパ林

fJi父 181立2…次林

秩父矢竹沢

IJi1Jお出i!lJ
iぷ1.1

Franklin cl al. 1979 ; Miyadokoro ct al. 2003* : 

NishImura ct al. 2005* 

Hoshino ct aI. 2002キ30 0.5 ~ 1 流H
Z
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Ml~4 

山
間
円
h

花

紋

PW、PD

1930 年十lit!i。
ir(筏 1m 以ヒの和Hiーを frみ、人為撹乱のH~跡がない。

1688 ~ 1703年の伐録後に列車rL、1914~ 1945 '1に

)1，伐、 1959'1に台担l秘話しを受け、 1989'1'の治ノ'1(1こよ

る幹折れや終返りが生じた。

300 00 水引述、iN

あり;{E尚!(}J二に関東口 ム自OG !可Hil，



>97 1912 'F!ilH&。 際'l'l砂;j'(土 玄武!M1'{火1]1際 ほとんどなし 1.3 26 総 2000:，:[:1:演習l林米発表デタ

大111文珠越 OG 250 jO:径 1m以上の似体を合み、八為鋭乱の1ii跡がない。 B、 A部隊、封、 安山岩 i位 I~î 2 ~ 3.5 25 橋詰 1994: Yamamoto ct aL 1995キ:Torimaru 

1991年と 2004"1'1こ台Hの4党乱を受けた。 砂 el al. 2009 

j"，'HJI上谷 OG 240ま 1924 i!以降人為撹乱は受けておらず、以前も大きな B 4.5 砂岩名';板岩泌持(!1なし 2~3 25 f正]1 天f呆1990: .1-JTlほか 1993: 111'1'ほか

人為j'j!古Lは'立けていない。 2002'1以降、ブす利樹木 岩)・チャート陪 1993 : !l11J11辺ほか 1994

*1JS]:JrtjによるナラJj1が枯死。
j"f!:1モンドリ t> OG > 150' i巧k。 |司 lニ |口l上 |司上 シカの採食により近年 2~3 30 111'1'ほか 1993ホ，川1111辺ほか 1994:111>1'ほか

'l'6Q 2008 

愛知lik沖 く 100 燃料の採取のため禿ILtとなり、 1917~ 1918'ドにヒ 召D 4.5 ~ 5.1 胤化花悼，j!t^~. 20 持戸ほか 1987: Ar;y出

ノキを杭栽し、その後放i托された。 1980iド台後半以 2000 

降にマ ;;j~粕it!!U!;-Jによってアカマツが枯死。 2007年
に，ltJ干'tlK近辺でブす科樹木婆狗病によりナラ類が村i

死。

tj，n干J OG 汀戸時代以降は祭iJi:。 yB、IBI 火山氏 磯谷 J九日 1991

U1i克 90 1970 '1'代以降、 i長占していたアカマツがマツ材記)Jtm 日A 封tJtfT岩をともなう肘 なし 数cm 20 木村ほか 1998:徳地ほか2叩 2:主耳元ほか

病で枯れた後、 ql.ト 1Mに待機していたヒノキが成 iJ，チャト 2009b 

長した。

三1"111111 60 '1)1炭林として手111llされていたが、 I自身n写生によって 召 塊状砂T'i なし 21 1'.'1村ほか 1990*

成立した。

臥首位山 OG 伐授はほとんど見られない。 1991'1に台風撹乱を受 BI、B 流主主主} ほとんどなし 24 勝村 1989: f面的 i時的 1995: Ida叩d

けた。 Nakagoshi 1998* : lda 2000* 

1ト11111 OG > 1100 841 iドから!iNk':とされた。 B 3.8 ~ 4.6 苛、変成コンブレック なし 25 ~苛!l 11954 :ノj、討すオ、ほか 1971: 'N'J， 1975 : 市
ス Naka 1982 

:スノfと OG 天然記念物に指定され符伐からi¥l殺されてきたが、 砂岩、チャート Yamamoto 1992 } 

品j凶に{主総が多少みられる。 CC4D 2 2 

:M，U5sunlll OG 数i世紀にわたって人為撹乱をうけていない。 1987'1 花品ij!f4 なし 30 Manabc ct al. 2000* : Miura ct al. 2001 * : 

lこhh日正佼乱を受け、 1991年と 1993'1'にも同校皮の Nishimura ct al. 2002* ;能1~111~官自然公民iIパ

設さ宮立甘古強度の台風が通過した。 ンフレット

1'11可XIII OS 100 1920 ~ 1922年の伐取があり、 1926'1ーまでは伐採利 BD 4.8 ~ 4.9 砂問、1'T1d なし 0.3 25 ~ 30 古野ほか 1986:上聞ほか 1994:戸IHほか

ー 月lされていた。 2000 :京都大学和歌山研究林ホームページ I 断ー ~:f :Têほか 2009aにノを
ごう

制!4{ OS 140 約 140年前にスギがM林され、広務j，1が天然yi新し B 角IXJ'IJ なし 27 初防 1934: Inouc et al. 2008* 
持「た。

lIi/又 OG 300 ' 1985 ~ 19同年に応根背広のヒノキの約 10%が択伐さ BD、自町d)、日c、 3.6 ~ 5.1 砂岩・泌岩 なし 0.15 41 t関井ほか2006':'1']1ほか 2007*:泊升 ji~ 米 ヤ盟ト
ieた。 PD 発表データ。¥'111111 OG > 150 t B亡、 BD(d) ;翠成1H なし 会本 JJ:!III 2005ホ 出

絞 OG 人為鋭isLの記録がない。 1993、2004、2日J5年に合担1 BB、BD、BD(dl XA岩、砂岩、緩斜地に なし 30 Tanouchi and Yamamoto 1995キI 大武ほか 、-l!

4立百tを受けた。 は火山 Ilj~，の軽石 1998キ;Sato et al. 1999*。狩燦佐藤 2007*

IU野二次林 85 1934 '1 リ~?jvr。 B凹d) 5.7 nお なし 25 述i臨1958:久保1fI.i':l;~、 2007ホ: lli木正i専 ¥祉
米発表データ

!5{久尚!!HiW樹林 OG 数百年? 過去に択伐などの人為撹乱があった。 未熟二l二、日 花陶岩 なし 20 ~ 25 i剥flLt2007キ

Jfi{久r'.ス干林 OG 210 ~ 250 強度な伐抹を受けた後、 1750~ 1800 '1二頃に公訴し 花品j岩 なし 1.85 36 Suzuki and Tsukahara 1987 : *fすほか 2005移!

たf同体が多い。 1993#'1こ台風撹乱を受けた。 Takashima ct al. 2009 

ず匝て尖 OS 140 炭焼損の跡があるが、 100年近く保護IKとして入手 Yc、世1国jyo 政官主 支岩(。部、砂岩) なし 20 熊本営林!，;j・Fl本林業技術協会 1997:イ'iiJl

は入ってない。 {l'治、 2008場

与那 OS 1950年頃までは択伐など人為撹乱があった。 YC、YD 4.1 ~ 4.3 砂岩粘板お E道線郊にリュウキュウ 20 fli'lIiほか 1986:111盛ほか 1986; Enoki 

チク 2003キ，設f様相Ij)j:米発表データ

ノj、11:JJ;(イil吋 OG 100主 者約天然林だが、戦前にオガサワラグワの伐採とザI 粘土E仕様 6~7 石氏告、安I11干i なし 22 W'i'iii1i未づ培去データ
栽が行われた。

aS林齢が 100if'.米i.~fiJの二次林 (Sccondary fo問 st)、OS林紛が 100年以上と推定されるお齢一次林 (Oldsecondaty [orest)、OG**紛が 150年以上と推定される老齢林 (Old同growthforcst)、P人工林 (Plantation)。
b林野:1:.壌分類 1975による土域分類(土じよう古1)1976)0 P ポドゾル、 PwiHfr性ポドゾル、 PW(i)湿性鉄~ポドゾル、 Pw仰)湿悦腐食~~;!ポド:ゃル、 PD 乾性ポドゾル、 B 褐色森林土、 ßA 乾性褐色森林土(細粒状構造烈)、
Bn J:吃住l褐色森林こi二(粒状-"在来状f~fì'li型)、 ßc 弱党七J&I色森林こ!二、 ßD;底ilMH生半島色森林こと、 ßD(dl 適i間性褐色森林ーi二 (1J;付泊E烈)、 ßE 弱i良性褐色森林士、 BFill'fr七J:褐色森林=':、 ys黄色系初色森林ごi二、日l然包土、
IsI淡色j以色:1-.、G グライ、 Yc~~J乾t!::11't色土、 YDJ盛ボ!性黄色土。 *lVtJ査[主で行われた研究、Ljf土定、土樹齢。



石原正恵、ほか

入力ミスの場合は喜正し、そうでない場合は、エラー値

の可能性が高いとして備考等に記述した。種名について

は、同種異名や変種名などは、各サイトによる入力のま

まとした。これは、どの種を別種、亜種、変種、時種と

するかは統一見解がなく、また分類体系が今後変わる可

能性があるためである。亜種、変種、品種の同定につい

ては、サイトにより基準が異なることに注意が必要で、あ

る。その後、データを統一形式に整えた。

本稿では、標準和名および学名は、佐竹ほか (1999) 

に拠り、開種異名は標準和名に統ーした。イタヤカエデ

(Acer mono var. marmoratum王dissectum)は北海道に分布

しないが(佐竹ほか 1999)、北海道のサイトでイタヤカ

エデと記録され、変種を区別していない場合はイタヤカ

エデ類 (Acermono) として、区別している場合はエゾイ

タヤ (Acermono var. glabrum) として集計した。スダジ

イ (Castanopsissieboldii)は屋久島以北に分布するため(佐

竹ほか 1999)、屋久島より南のサイトでは、スダジイは

すべてオキナワジイ (Castanopsissieboldii subsp. 

lutchuensis) として集計した。スダジイとツブラジイ

(Castanopsis cuspidata)が混在し両者を区別していない場

合は、シイ類として集計した。

データの概要

全調査区の出現幹数は 60，166本、そのうち種まで同定

された幹数は 59，903本、さらにそのうち最新ー調査年にお

いて胸高直径5cm以上の生存幹数は 55，854本(天然生

林諦査区のみでは、それぞれ58，745、58，482、54，515本)

であった。

樹木種(佐竹ほか (1999)掲載種)は、全調査区で 70

科 168属 363種 (342撞とその車種、変種、品種が21種)

が、天然生林調査区で 69科 164属 353種 (333種とその

車種、変種、品種が20種)が同定された。 353撞は、日

本に自生する樹木種 1760種(大島 1990)の約 20%にあ

たる。この他に、木性シダ 1科 l属 l種が記録された。

環境省レッドリスト (2007)に掲載されている種は 14

種で、絶滅危1其IA類 (CR)のセキモンノキ (CIαoxylon

centinarium)、絶滅危倶 IB類 (EN)のオオヤマイチジ

ク (Ficusiidaiana)、絶滅危慎E類 (vu)のアオツリパ

ナ (Euonymusyakushimensis)、アデクモドキ (Syzygium

cleyerifolium var. microphyllum)、オガサワラボチョウジ

(Psychotria homalosperma)、クロピイタヤ (Acermiyabei)、

トガサワラ (Pseudotsugajaponica)、ネムロブシダマ

(Lonicera chrysantha var. crassipes)、ハコネグミ (Elaeagnus
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matsunoanα)、ハツノパTキ (D，η予pete，ω'sint犯egerηmη1αω)、ハナガガ
シ (Quercushondae)、マメヒサカキ (Euryaemarginata 

var. minutissima)、ミヤマシロパイ (Symplocoscoが山α)、

準絶滅危慎 (NT) のシマサルスベリ (Lagerstroemia

subcostata)、ニッケイ (Cinnamomumokinawense)、ヤエ

ガワカンパ (Betuladavurica)であった。小笠原では外来

種であるアカギ (Bischofiajavanica)が記録された。

面積 0.95ha 以上の天然生林調査区において、最新調査

年に胸高直径 5cm 以上になっていた樹木の種数は 5~

67種(表3)、幹数は 387~ 3636本(表的であった。

データの活用方法

メタ解析研究への活用

近年、毎木調査データを使い、群集生態学やマクロ生

物学などの分野で、メタ解析が行われている(例

Weigand et al. 2007 ; Enquist and Niklas 2001) 0 日本は毎木

調査区が世界的にみても多数存在するにもかかわらず(本

間 2001)、広域スケールのメタ解析 (Hiura1995 ; Masaki 

et al. 1999 ; Takyu et al. 2005)が少ない。その一因は、デ

ータが公開されていないことであろう。近年は、 PlotNet

(http://ecol.ees.hokudai.ac.jp/plotnet/home、2010年 l月 13

日確認)や森林動態データベース(森林総合研究所、

http://fddb.ffpri-l 08.affrc.go・jp/、2010年 l月 13日確認)な

どで公開され始めてはいるが、公開されていないデータ

のほうが圧倒的多数であろう。本稿で紹介するデータの

一部は、これらのデータベースの調査区と重複するもの

の、新たな調査匿が50倒含まれる。さらに、 2004年以

降の新しいデータであること、統一的手法で諦査されデ

ータ形式も整えられているため比較がしやすいことも特

色である。

気候変動等の環境変化の検出

本調査では、アルミタグなどで個体識別し、長期モニ

タリングが可能な諦査方法を採用している。今後数十年

とデータが蓄積されていけば、環境変化が生物多様性や

生態系機能に及ぼす影響を検出できるだろう。海外では、

過去数十年間で、樹木の成長量・死亡率・新規加入率の

変化が見られており、気候変動との関係性が指摘されて

いる(例 Feeleyet al. 2007 ; van Mantgem et al. 2009)。気

候変動は比較的、広域で共通していると考えられるため、

その影響を検討する際にも多地点での比較研究が有効で

あろう。また、気候変動以外にも、ブナ科樹木萎鴻病に

よるナラ枯れやマツ材線虫病によるマツ枯れなどの発生、



表3. 翻斎最新年における各調査区の樹木(胸高i直径5cm以上)の種数、腕高断面積合計、および胸高断面積における俊市上位5樹稜とその俊市割合、針葉樹、常緑広葉樹、落葉

広葉樹の占める割合、広葉樹における落葉樹の占める割合。
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表4 調資最新長下における各調査l玄の樹木(胸高直径 5cm以上)の幹本数、および幹本数における俊市|二位5樹種とその優占度、針葉樹、常緑広葉樹、落葉広葉樹の占める都合、

広葉樹における務葉樹の出める割合。
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モニ 1000森林調査の毎木調査データ

台風撹乱などの自然撹乱を受けた調査区があり、これら 表5. 10箆所以上の調査区に出現した樹種。

の影響も検討できる。

分布情報としての活用

本稿のデータから、 353種のコアサイト・準コアサイ

トにおける分布が明らかになった。この分布情報を、他

の植生調査などによる分布情報と合わせて解析すること

で、分布適地の推定、将来の気候のもとでの分布予測、

そして保全政策への提言が得られる。例えば、 2008年震

には、ハリギリの分布情報を環境省生物多様性センター

より研究者へ提供し、過去・現在・将来の分布地の推定

が行われた(阪口ほか2009)。

また、種内の地理変異を研究する際の、調査地の選定

に利用できる。例えば、 Hommaet al. (1999) は、日本各

地でブナの種子の虫害率を比較し、積雪量と虫答率の関

係を明らかにした。このように、環境傾度に沿った広域

分布種の形質や反応の変異を調べることで、その環境の

影響を検討できる O 本稿のデータで、 10箇所以上の調査

区で見られたのは、46種であった(表5)0こうした種は、

広域比較研究に適した材料といえる。調査IRの位置だけ
でなく、調査区内の樹木個体の位置も分かつており、誠

査木を探して回る必要がない。さらに、サイトの多くは、

モニタリングサイト 1000に登録される前から、研究者に

より植生、土壌、気象などの基礎データが蓄積されてい

る点(表2) も、研究者自らが調査地を設定する場合と

比べ利点が多い。

リモ…トセンシング等の地上検証データとしての活用

本調査は、 1haと比較的大きい調査区のため、中・高

分解能の衛昼間像や航空機による観測の空間スケールと

一致する O 本稿で紹介する毎木調査データからは現存量

や林分純成長量が計算できる O さらに、コアサイトでは

リタートラップ調査を実施しており、葉面積指数 (LAI)

や純一次生産量 (NPP) などの指標も計算可能である。

これらの値を使い、リモートセンシング的手法の地上検

証を行うことができるだろう。また調査地内の個体の位

置も記録されており、ラジコンヘリなどを照いた近接リ

モートセンシング手法の開発へ活用される可能性がある O

モニタリングサイト 1000で得られた「点」での詳細なデ

ータを、 JapanF1ux(日本陸内のフラックス観測ネットワ

ーク)や「陸上植生の季節変動・長期変動に関する長期

観測網 (Pheno1ogicalEyes Network) Jなどに提供すること

で、生態系モデルによる「面J的な炭素循環の把握など

へ寄与できる。
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スギ科 スギ

クルミ科

カバノキ科

ブナ科

クワ科

モクレン科

シキミ手ヰ

クスノキ科

ツバキ科

サワグルミ

ミズメ、アカシデ、イヌシデ、サワシバ

ミス、ナラ、フ会ナ、ウラジロガシ、シイ!j;J!¥ア
カガシ

ヤマグワ

ホオノキ

シキミ

イヌガシ、ヤフ守ニッケイ、カゴノキ、タフキノキ

(イヌグス)、シロダモ

ヒサカキ、サカキ、ヤブツバキ類 2

ユキノシタ科 ノリウツギ

ノてラ科
ウワミズザクラ、アズキナシ、オオヤマザクラ
(エゾヤマザクラ)、ナナカマド、ヤマザクラ

ミカン科 キハダ

イタヤカエデ類 3、オオモミジ類 4、ハウチワ
カエデ科 カエデ、コハウチワカエデ(イタヤメイゲツ)、

ウリハダカエデ、コミネカエデ

モチノキ科 アオハダ

ニシキギ科 ツリパナ

シナノキ科 シナノキ

ミズキ'fo'1 ミズキ、ヤマボウシ

ウコギ科 コシアブラ、ハリギリ

リョウブ科 リョウブ

エゴノキ科 エゴノキ、ハクウンボク

モクセイ科 アオダモ類 5

1スダジイ(イタジイ)、ツブラジイ(コジイ)、オキナワジイ、
2ヤブツバキ、ユキツバキ、 3イタヤカエデ(エンコウカエデ)、
ウラゲエンコウカエデ、アカイタヤ(ベニイタヤ)、エゾイタヤ、
オニイタヤ、イトマキイタヤ(モトゲイタヤ)、 4オオモミジ、
ヤマモミジ、 5ケアオダモ(アラゲアオダモ)、アオダモ(コパ
ノトネリコ)を指す。

f呆全政策・森林管理・教育での活用

本稿のデータが上述のような様々な研究に利用される

ことで、保全政策に関する知見も得られるであろう O さ

らに、森林の管理者や学生は本稿のデータを比較データ

として用いることで、自身が対象としている森林を相対

的に評価することができ、森林管理・広報・教育にも活

用できるだろう。例えば、本稿のデータは、奄美群島臨

定公園の国立公園化検討の基礎データとして利用され、

朝B山地森林生態系保護地域モニタリング調査(林野庁

東北森林管理局)へも環境省生物多様性センターより提

供された。また、地球規模生物多様性モニタリング推進

事業(環境省)や GEOBON日本委員会 (JBON)等、国

際的枠組みにもデータの提供が可能である。



石原正恵ほか

データの公開と利用

本稿で紹介した毎木調査データは、環境省生物多様性

センターのホームページ http://www.biodic.go・jp/moni1 000/ 

index.htmlで2010年3月末までにダウンロード可能とな

る予定である。ただし、生物多様性センターでは生態系

等保全上の観点から保護するべきと定めたデータについ

て公開を制課するほか、データ寂得者の希望があった場

合は、データ取得後3年間公開を制課することがある。

データの使用にあたっては、本稿の引用が必要である。

また、本稿で紹介したサイトでの調査にあたっては、サ

イト代表者等と必ず相談し、実施して欲しい。

最後に

「自然環境の質的・量的な劣化を早期に捉える」ために

は、データが研究者・自治体・市民団体なと守多様な人に

利用されることが必要で、ある。さらに、生データのみか

らは分からない変化を捉え、その要国を解明するために

は、研究者による様々な視点からの解析、新たな仮説や

研究が生まれる必要がある。しかしながら、現段階では、

データの存在自体がまだ十分には知られておらず、利用

例が限られている。本稿がデータの多様な利用に繋がる

ことを期待する。
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